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線照射装置の特性と照射利用

バイオ応用技術グループ 関口正之

１．エネルギーとフィルターを変え多様な線質を実現
２．照射野の線量分布を評価し均一な照射が重要
３．被照射品に適した線量評価システムの提供

Ｘ照射装置の種類と特徴

照射方法と線量評価

●エクスロン製ＭＧ４５２：管電圧（２０～４５０ｋＶ）、出力（０．９/４．５ｋＷ）
●エクスロン製ＭＧ１６５/４．５：管電圧（１０～１６５ｋＶ）、出力（０．６４/３．０ｋＷ）
●特徴：連続照射の安定性、管電圧の可変性とフィルターによる低エネルギー成分の除去

●Ｘ線を用いた東京都果実等固有品種の品質改良（農業系研究機関との共同研究）
●電子機器への各種エネルギーのＸ線の影響評価（企業の依頼試験への対応）
●診断及び治療用Ｘ線照射装置、血液照射装置の管理用線量計の評価（依頼試験、共同研究）

写真 ターンテーブルと電離箱
による線量分布評価

照射利用の事例
●植物育種：軟Ｘ線照射（対象：細胞、花粉、種子、芽、穂木、植物体）
目的：矮性化、種無し、早生性、色変化を含む形態変異、成分変化、耐病性などの付与

事例：輪ギク、富有柿、スイカ（農研機構）、紅ほっぺ（静岡農林研）、土佐文旦、日向夏（高知県果
樹試験所、高知大学）、小菊（青森県産技センターほか）、小玉スイカ（熊本県農業研究センター）、
コシヒカリ（農業生物資源研）、耳納柿（ケイワン(株):久留米）、サトイモ（千葉県農業総研）など
●輸血用血液の照射(150or210kV）：線量計、線量インジケータラベル、管理用RFタグの性能評価
●照射食品ＴＬ法検知試験の校正照射：鉱物質（農研機構農総研）の発光量の標準化

●照射野は縦軸より横軸方向の線量変動が大きい。
●近接照射又は減衰フィルター治具使用で照射有効範囲は狭くなる。
●線量評価：電離箱又は薄層アラニンとＴＬＤ線量計による詳細測定。
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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財

共同研究者 飯田孝彦、小沼ルミ（環境技術グループ）、瓦田研介（ロボット事業推進部）

：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い
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図 酵素分解イオン液体法の概要


